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研究成果の概要：北アフリカ乾燥地域を対象に生物資源・遺伝子資源関連情報収集・機能解析、

生態環境調査を行なった。その結果、百数種類のアロマ植物、7 種類のオリーブオイルおよび

オリーブ葉抽出物の抗ガン、抗アレルギー、神経保護、美白、育毛活性を発見した。研究成果

関連学術論文発表３５編、国外・国内特許出願６件、国際・国内学会発表２５件、シンポジウ

ム開催 1 回、現地調査１３回、データベース構築・公開などの活動を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 11,900,000 3,570,000 15,470,000 

２００６年度 8,700,000 2,610,000 11,310,000 

２００７年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 

２００８年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

  年度  

総 計 33,300,000 9,990,000 43,290,000 

 
 
研究分野：環境農学 
科研費の分科・細目：境界農学・環境農学 
キーワード：北アフリカ、生物資源、乾燥地、環境分析 
 
１．研究開始当初の背景 
これまで、先進国の研究者により医薬品へ

の有効利用を目的としたバイオプロスペク
ティング（生物資源探査）が、熱帯雨林地域
を中心に行われてきた。一方、北アフリカ地
域に関しては、乾燥地のため生物の絶対数が
少ないという認識や、イスラム社会というこ
ともあり、生物資源に対する探索は非常に遅
れているのが現状である。我が国は、アフリ
カ大陸に堅固な足場を持たないことから、北
アフリカ地域を対象とした組織的な学術的
研究はこれまで進んでいなかった。しかし、
申請者等の最近の研究から、北アフリカ乾燥
地域は乾燥傾度が大きく、例えばサハラ砂漠

のオアシスに生息するオリーブには地中海
沿岸に生息する種に比べ数倍高い抗酸化力
を持つ物質（ポリフェノール等）が含まれて
いることなど、そこに生育する植物の中には
有効利用可能なユニークな成分が多く含ま
れていることがわかってきた。ヒトの健康維
持、疾病の治療・改善につながる生物資源の
有効利用を、北アフリカ諸国との共同事業と
して目指す本研究により創出される多様な
産業は、経済的発展を通じアラブ・イスラム
社会である北アフリカ地域の政治的安定に
つながるものであり、我が国の新しいタイプ
の国際貢献と位置づけられる。 
 



２．研究の目的 ２．研究の目的 

図 1．T. hirsute 抽出物のメラニン合成疎外活性およ

び細胞毒性評価 

北アフリカ乾燥地域において、乾燥地の劣
化環境因子である温度・土壌塩類・水・光・
風などの特性調査を行い、これらの環境特性
に強い耐性を有する生物について植生分布
調査を展開し生物資源の収集を行う。調査で
得られた情報に基づき選別された生物資源
について筑波大学北アフリカ研究センター
および調査現地において機器分析や定性・定
量キットを駆使した網羅的な成分分析およ
び多元的な機能探索により調査結果のデー
タベース化を目指す。 

北アフリカ乾燥地域において、乾燥地の劣
化環境因子である温度・土壌塩類・水・光・
風などの特性調査を行い、これらの環境特性
に強い耐性を有する生物について植生分布
調査を展開し生物資源の収集を行う。調査で
得られた情報に基づき選別された生物資源
について筑波大学北アフリカ研究センター
および調査現地において機器分析や定性・定
量キットを駆使した網羅的な成分分析およ
び多元的な機能探索により調査結果のデー
タベース化を目指す。 
  
３．研究の方法 ３．研究の方法 
(1)有用生物資源の探索 (1)有用生物資源の探索 ②オリーブオイルの抗アレルギー効果 

5 種類のチュニジア原産オリーブオイルの
抗アレルギー活性に関する研究を行った結
果、Sayali (S)と Zarrazi (Z)サンプルには IgE
抗体感作BSA抗原刺激RBL-2H3細胞に対し、
β-hexosaminidase 遊離阻害効果があることが
確認された。さらに、A23187 + PMA 刺激
KU812 細胞に対し，ヒスタミン遊離阻害活性、
TNF-αと IL-4 産生抑制作用が認められた。
オリーブオイルの抗アレルギー活性は、それ
に 含 ま れ る Luteolin ， Apigenin 及 び
Hydroxytyrosol など成分の種類及びその含有
量に大きく影響されると結論づけた。 

北アフリカ極限乾燥地環境に生育する生
物資源のうち、地域特有の伝承薬草材料に用
いられている植物等を中心に、抗酸化作用を
持つ物質のスクリーニングを生化学的手法
により別途行う。アレルギー、神経疾患（ア
ルツハイマー病など）、癌などに有効な生理
活性成分のスキャンニングを行うと同時に、
遺伝子レベルで評価するための有効成分の
抽出・同定を行う。搬出した成分が各種病症
機構の情報伝達系にどのような影響を及ぼ
すかも踏まえて展開する。 

北アフリカ極限乾燥地環境に生育する生
物資源のうち、地域特有の伝承薬草材料に用
いられている植物等を中心に、抗酸化作用を
持つ物質のスクリーニングを生化学的手法
により別途行う。アレルギー、神経疾患（ア
ルツハイマー病など）、癌などに有効な生理
活性成分のスキャンニングを行うと同時に、
遺伝子レベルで評価するための有効成分の
抽出・同定を行う。搬出した成分が各種病症
機構の情報伝達系にどのような影響を及ぼ
すかも踏まえて展開する。 
(2) 乾燥地生物資源生育環境の特性評価 (2) 乾燥地生物資源生育環境の特性評価 

③オリーブ葉抽出物の細胞分化誘導効果 北アフリカ地域の有用生物資源が生息す
る土壌、水、植物生態系の特徴について基本
的な項目の調査を行う。水は、降雨特性や大
気環境などの水文データと地表水や地下水
などに関する資源データの収集と水利用の
循環についての分析を行う。土壌は、物理性、
化学性、微生物等の物性および地形･地質等
に関する特異性について分析する。植物生態
系は、土壌、水条件と関連付け植生の種類、
分布、量などの特徴を把握する。 

北アフリカ地域の有用生物資源が生息す
る土壌、水、植物生態系の特徴について基本
的な項目の調査を行う。水は、降雨特性や大
気環境などの水文データと地表水や地下水
などに関する資源データの収集と水利用の
循環についての分析を行う。土壌は、物理性、
化学性、微生物等の物性および地形･地質等
に関する特異性について分析する。植物生態
系は、土壌、水条件と関連付け植生の種類、
分布、量などの特徴を把握する。 

7 種類のオリーブ葉抽出物を用いた HL-60
細胞分化誘導活性に関する研究の結果、チュ
ニジア原産 Gerboui オリーブ葉 70%エタノー
ル抽出画分には非常に高い細胞分化誘導活
性 を 発 見 し 、 こ の 活 性 成 分 は
Apigenin-7-O-glucoside と Oleuropein であるこ
とを突き止めた。同時に、チュニジア原産
Chemchali，Chemlali，Zalmati オリーブ葉 70%
エタノール抽出画分のHL-60細胞に対するア
ポトーシス誘導活性も確認した。 (3)乾燥地生物資源データベース構築 (3)乾燥地生物資源データベース構築 
④アロマ植物抽出成分の神経細胞保護効果 多数の生物体由来の多様な抽出画分から

のアッセイ結果は、膨大なものとなることか
ら、学際バイオポータルの構築とコンテンツ
のデータベース化を目指す。有限な生物資源
から効率的に有用成分をスクリーニングす
るバイオプロスペクティングでは、これらデ
ータは貴重でありデータ量は膨大になるこ
とから、これらをデータベース化する。 

多数の生物体由来の多様な抽出画分から
のアッセイ結果は、膨大なものとなることか
ら、学際バイオポータルの構築とコンテンツ
のデータベース化を目指す。有限な生物資源
から効率的に有用成分をスクリーニングす
るバイオプロスペクティングでは、これらデ
ータは貴重でありデータ量は膨大になるこ
とから、これらをデータベース化する。 

ラット副腎髄質褐色腫(PC12)細胞を用いた
アロマ植物抽出成分の神経分化マーカーで
あるアセチルコリンエステラーゼ活性を調
べ、また抽出物の HPLC 分析を行い、活性成
分がCarnosic acidとRosmarinic acid であるこ
とを見出した。 
⑤アロマー植物メラニン合成抑制成分分析 

  メラニン合成阻害活性を指標として種々
のクロマトグラフィーを用いて分離精製し
た結果，活性成分にダフナン型ジテルペンが
含まれることがわかった．さらにメラニン合
成阻害活性を指標として種々のクロマトグ
ラフィーを用いて T. hirsuta の抽出物の分離
を行った結果，2 種の新規ダフナン型ジテル
ペンを単離することに成功した．学名に因ん
で本化合物を Hirsein A および B と命名した
（図 2）。 

 

４．研究成果 ４．研究成果 
(1)有用生物資源の探索 (1)有用生物資源の探索 
①アロマ植物抽出物メラニン合成抑制効果①アロマ植物抽出物メラニン合成抑制効果 
チュニジア原産アロマ植物（ Capparis 

spinosa、Thymelaea hirsuta、 Erica multiflora、
Thapsia garganica）について、これらの 70%
エタノール抽出物をマウスメラノーマ細胞
に処理後、メラニン合成量を測定した結果、
T. hirsutaの抽出物に顕著なメラニン合成阻害
活性が認められた(図 1)。 



図 2．NOESY 相関に基づく Hirsein B-e（上図）と B-z
（下図）の立体構 

図 3．表層土壌のマンガン全量に占める可級態量の割合(%)
とオリーブ葉中のマンガン量との関係 

図 4．データベースアクセス可能データ 

(2)乾燥地生物資源生育環境の特性評価 
①北アフリカにおける植生分布調査 

数回にわたる植生分布調査の結果、北アフ
リカにおける植生の垂直分布は、標高の低い
ところから高くなるにつれ、相観的に常緑樹
林、落葉樹林、針葉樹林と移り変わり、わが
国と全く同じである北アフリカにおける水
平分布は、乾湿の傾度により、日本では全く
見られない移り変わりが見られ、垂直分布は
気温の傾度により、わが国と同じ推移が見ら
れることが明らかになった。 
②北アフリカにおける土壌環境調査 

チュニジア北部地域の石灰岩と泥岩に由
来する Calcisols と Vertisols に分類されたオリ
ーブ栽培圃場 6 ヶ所を対象に、土壌中の元素
量（全量・可給態量）とオリーブ葉中の金属
元素量を測定し、オイル中のフェノール性化
合物との関連性を検討した結果、土壌中の可
給態量とオリーブ葉中の元素量との間には
明瞭な相関関係は認められなかったが、土壌
の金属元素全量が多い地点ほどフェノール
性化合物量が多いことが確認された（図 3）。 

③北フリカにおける水質調査 
数回にわたるチュニジアの北部、中部、南

部地域の地表・地下など水資源の調査を行っ
た結果、ダムおよび貯水池の回転率が低い、
灌漑用水の塩濃度が高い、産業排水による沿
岸域の汚染など問題をかかえており、潜在的

に水不足問題の存在が明らかになった。従っ
て、排水再利用の必要性によるバイオアッセ
イ技術を用いたリスク評価法の適応を提案
し、水資源のリスク評価を行った。 
(3)乾燥地生物資源データベース構築 

植物採集、バイオアッセイ・文献情報収集
によって、これまで得られた情報群をもとに
データベースを作成した。現在までにデータ
ベースには、536 種の植物に関する種名情報
が入力済みである。このうち、418 種につい
て外部形態に関する情報、400 種について使
用部位に関する情報、396 種について含有成
分に関する情報、506 種について利用方法に
関する情報を入力した。図 4 にてデータベー
スの一例を示す。 
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